





















年一二月。劇団代表の西村善孝（六七才）からで、 「今、劇団の資料片っぱしから捨てている。お前の写っている写真、欲しかったら取りにこい」という実に乱暴な内容だった。急いで稽古場に電話を掛ける。西村が出て、すでに整理（いや処理！）は始まって 捨てた物も多いと言う。たいへんだ、劇団の歴史の第一級の資料が明日にはゴミとなってしまう！僕は稽古場へと走った。そしてお願いしたのだ。 「論文を書くのに当時の資料が必要だ。 捨てるんだったら それ全部貰えないだろうか？」 と。
劇団の稽古場は西区宮の沢にある。入団した当時は地























いう名がついた。天皇家の男性には皆「仁」がつく（現天皇は明仁） 。いい名前をもらったと事あるごとに言われ、自身もそう思って た。小学校に上がるまでは・ ・ ・そう、同級生の名前に、やたら「仁」 「明」 裕 多いのだ。女の子に に美しいで「ひとみ」がいたし、美智子そのままでは畏れ多いと考え のか、 「道子 という名前もあった。きっと早川さん、行く先々で「天皇家から一文字もらっちゃ なさいよ」を連発していた 違いない。
日録二〇世紀から、この年を見てみよう。死者行方不明者五〇九八人を出した伊勢湾台風があっ
た年だ。金の卵と呼ばれた中・高卒業生を乗せ 「集団就職列車」第一号も登場している 日本麦酒（現サッポロビール）はビンにかわり、スチール缶（アルミではなく鉄。サビました）に入ったビールを発売。缶切りで天面に二カ所の穴をあけ飲んだ こ タイ はプルトップ缶が一般化する での一〇年以上続い と思う 小学生の頃、 「粉」ジュースに変わって 缶ジュースもそうだったからだ（ あけ用のツメが缶にセットされていた） 。その前年には東京タワーが完成しているので、まさに高度成長の幕あけ、言いかえると大量生産・大量消費時代の始まりの頃。映画「三丁目 夕日」の時代といえば、若 皆さんにも想像していた け ではないだろうか。国民 多くが夢を持ち 将来へと大またで歩きはじめた頃である。
広報誌に話を戻す。その年の上演作品は「三匹の～」
の後すぐに「はだかの王様」 、 して「イワンの馬鹿」 「北







四年。そ 間劇団員たちは、どうやって食いつないでいたのか？そして実際 巡演まで、なぜこんなに時間がかかってしまった だろうか。
劇団創立メンバーの一人、今野史尚（七七才）に話を
聞いた。「当時は札幌美術学園が経営する幼稚園を借りて稽古していた。収入は０（ゼロ） 。もちろん交通費も出ないから皆、円山南（現在のモイワ下あたり ？）まで歩いて通っていた。よっちゃん（後ほど登場する俳優、吉川雅喜）はお姉さんのスナック手伝 てたけど、オレは勤めていた染め物問屋やめちゃったし、 ん～、 何やって食っていたんだろ？本当の貧乏やっていると優 い人も現れて、お米持ってきてくれ りね…あまり良くおぼえてないけど、死なずに済んだことだけは確かだ」 。若い頃の苦労は買ってでもしろ、と教わった時代だ。
しかし将来 演劇人として成功するかどうかもわからない四年間は、 正直長か に違いない 実際、 やめていった仲間も多かったと う。そ 核心 「なぜ巡演を実行するまでに時間がかかっ のか」である。その質問に今野はこう答えて る。「札幌に専門劇団をつくる、という旗印のもとに人が
集まった。 全員が地方巡演を目ざしていたわけではない。しかし第九回の試演会（前述の『アンネ～』 ）までは赤字続きで、釧路 『虹の会』の加藤さんから『こっち演ってみないか』とお誘いがあった時、悩んだ。でも今のままではどうにもならない。 それで 札幌以外でもやってみようじゃないか』ということにな て、やっと巡演がスタートしたんだ」 。
なるほど。つまり劇団旗揚げ時のメンバーは、こと巡
演に関しては一枚岩 なかった（団員同士の葛藤があった） 。しかしこの巡演以降、劇団にとっての大きなニュースが続く。七六年、念願だ 自前の稽古場が完成。長くお世話になった山 手の八田バーベルクラブ二階（オーナ の八田信之さんは国体にも出場していて、後の札幌市議会議員。 僕も独立時に パンフレットに 「八田ふとん店」の広告をいただい 。感謝！） ら新天地、宮の沢へ 引越しだ。写真5（次頁）は七四年 北海道新聞夕刊。 「新 い稽古場に看板を掛ける劇団員 とある。
あれ？劇団の稽古場完成は七六年では？そう、正確に
言うとこの写真は建設計画第一期工事のプレハブ小屋。すぐ後ろに新稽古場が建つのはこの二年後だ。僕 入団時はかろ じて健在（？）で、昔のプレハブだけに実に風通しが良かった。冬は一階の汲み取り式の便所 凍た。水だけではない、排便が、である。凍った便 上に次の便が重なって凍り、いつしかそれは和式便座 ラインを越えマッターホルンのごとく天を指した そ 氷塊（うんちですけど）を木の棒でくずすのが新人、つまり
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さて、この記事で興味深いのは、稽古場建設カンパの
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「演劇に接する機会のない子どもたちのために積極的に山間へき地にまで足を延ばし、これまでに十万人近い児童生徒たちに演劇の楽しさを伝えてきた」とある。では当時、一作品の公演回数はどれくらいだったのか。同記事の鈴木喜三夫（当時の劇団代表）のコメントには「学校側の要請が多すぎて一年では道内 回りきれない。 （中略）昨年は百十六日間で百八十六ステージ。今年もほぼ同様」だから、この「チポリーノ 冒険」だけで二年間に四〇〇ステージ近い公演を行っていたことになる。の七七年から八三年を劇団の最盛期と捉えるのに異議のある者はいない ろう。
さて、僕はその八三年、巡演生活にピリオドを打ち自
分の劇団を旗揚げしたが、請われて劇団さっぽろ 後援会長となり演劇研究所（夜間、一般 皆さんが を学べる場所）を再開、土曜朝には（学校五日制をにらみ）子どもたちの為の「 団児童部 を立ちあげた（写真
、
頁） 。巡演に出たあとの稽古場の「空き」を、な







































吹きだまりと呼 れたその稽古場には「夢」が詰まっていた。ま 成功者と認められていない小説家、絵描き、詩人らが出入りした。今や世界的バレエダンサーの坂本トキヒコ君（札幌開成高校出身）は二〇歳の頃に足を運んでくれたし、札幌舞踊会 千田モト先生とのおつきあいは、先生が亡くなるまで続いた。
そう、劇団は、ジャンルの違う文化人たちの交流の場
でもあったのだ。事務局長（後に代表） 、林中の葬儀も忘れられない。遺体を稽古場に運び、まわ で日本酒を廻し飲みするという「劇団葬」だっ 照明家、佐々木恒心のライティングは秀逸で、銀色に輝く布団に仰向けになった林中は、まるで眠っているかのようだった。飲みながら「ハゲ、ハゲ」とおでこ（頭）を叩く参加者は一様に目に涙を溜めていて、ああ、こうして送られるのもいいな、と生ま て初めて、そして心から僕は思った。
ࣸਅ 　ܶஂࣇಐ෦
